
( 戸 建 住 宅 へ の 浸 透 マ ス 設 置 基 準 )

狭山市は、雨水の流出抑制に取り組んでおり、開発事業、戸建住宅、共に

敷地内処理を原則としてお願いしています。これは、雨水を地下に浸透させた

り、一時的に貯めることで河川へ流れ込む量を抑え、流出抑制を行うことで流

域の治水対策を推進するものです。

また、屋根に降った雨水を浸透マスや浸透トレンチによって地下に戻すこと

は、土に潤いを与え※ヒートアイランド現象の緩和や地下水湧き水の保全・復

活など『良好な水環境の回復』にもつながります。

『潤いある街づくり』に是非ご協力ください。

道路維持課

※ヒートアイランド現象

近年、都市部で問題視される現象の1つで、都市部の気温がその周辺に比べて異常な高温を示す現象である。



ゆえに　０．６(Ｈ)　×　０．７(Ｄ)　の形状の浸透マスを選択。

Ａ＝１０ｍ×２．５ｍ×１／２＝１２．５㎡

３　表より比浸透量(ｋｆ)を満足するものを選ぶ。

ｋｆ＝Ａ×０．４１１　１２．５×０．４１１＝５．１３８

Ａ ＝ １ ２ ． ５ ㎡

１　屋根面積を求める。(注１)

ｋ ｆ＝５．１３８㎡

施設規模の求め方　(例)

施設設置個数　Ａ：１２．５㎡×０．０７９＝０．９８７５　　０．９８７５＜１・・・・浸透マス1基

　(注１）屋根面積はすべて水平に投影した面積とする。

５．１３８　＜　５．２３

２　屋根面積に対する比浸透量(ｋｆ)を計算する。
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比 浸 透 量 ｋ ｆ 施設設置個数 Ａ：屋根面積(㎡)

0.079 × Ａ ＜ １

7.14 0.058 × Ａ ＜ １

0.8 5.86 0.070 × Ａ ＜ １
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円筒マス

浸透マス設置個数の目安(屋根水を集めて処理)

設計水頭(Ｈ：m) 施設直径(Ｄ：m)

0.60

降雨強度を30mm/hrとした場合です。
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